
議
員
年
金
を
即
刻
廃
止
せ
よ

！ 
一
部
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
き
っ
か
け
で
、
高
給
批
判
が
強
か
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
長
の
給
与

に
よ
う
や
く
メ
ス
が
入
り
ま
し
た
。
と
は
言
っ
て
も
国
会
職
員
の
話
で
も
っ
と
批
判
が
強
い
国

会
議
員
年
金
は
、
と
言
い
ま
す
と
「
国
会
議
員
の
互
助
年
金
等
に
関
す
る
調
査
会
」
出
し
た
答

で
は
、
具
体
的
に
は
①
国
庫
負
担
率
を
四
年
程
度
で
五
割
に
ま
で
に
引
下
げ
る
こ
と
に
主
眼
を

置
き
、
②
議
員
本
人
の
掛
け
金
負
担
を
七
割
程
度
引
上
げ
る
一
方
、
③
給
付
を
約
三
割
引
下
げ

る
、
④
受
給
資
格
を
在
職
十
年
か
ら
十
二
年
に
引
上
げ
る
・
・
・
等
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

我
々
、
国
会
議
員
が
引
退
後
に
受
け
取
る
議
員
年
金
に
つ
い
て
、
国
会
内
で
は
賛
否
両
論
が

あ
る
の
が
実
情
で
す
。
私
自
身
ハ
ッ
キ
リ
言
っ
て
今
回
の
見
直
し
案
は
、
す
で
に
議
員
年
金
を

受
給
し
て
い
る
引
退
議
員
や
現
職
議
員
で
現
行
の
十
年
の
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
る
年
金
額

の
権
利
に
手
を
付
け
て
い
な
い
点
は
大
い
に
不
満
で
あ
り
ま
す
。 

答
申
と
し
て
出
さ
れ
た
今
回
の
内
容
は
、
い
わ
ゆ
る
保
険
料
に
当
た
る
納
付
金
は
月
額
十
万

三
千
円
か
ら
四
年
程
度
で
段
階
的
に
十
三
万
三
千
九
百
円
に
引
き
上
げ
期
末
手
当
か
ら
の
納
付

を
年
間
二
万
九
千
五
円
か
ら
五
十
九
万
二
千
百
円
に
引
上
げ
る
た
め
総
負
担
額
は
現
行
の
百
二

十
六
万
五
千
六
百
五
円
か
ら
二
百
十
九
万
八
千
九
百
円
に
大
幅
増
と
な
り
ま
す
。 

納
付
期
間
も
現
職
十
年
以
上
か
ら
十
二
年
以
上
に
、
受
給
金
額
も
十
二
年
で
年
間
四
百
二
十

八
万
四
千
円
か
ら
二
百
八
十
八
万
四
千
円
と
減
額
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
私
か
ら
言
わ
せ

れ
ば
『
そ
れ
が
ど
う
し
た
？
』
程
度
の
答
申
内
容
で
、
議
員
年
金
そ
の
も
の
を
完
全
撤
廃
す
れ

ば
良
い
わ
け
で
、
そ
う
す
れ
ば
逆
に
納
付
金
を
納
め
る
必
要
も
な
い
わ
け
で
す
。 

 

町
・
村
議
員
、
市
会
議
員
、
県
会
議
員
共
に
議
員
在
職
十
二
年
を
経
れ
ば
引
退
後
に
地
方
議

員
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。
例
え
ば
町
・
村
議
員
、
市
議
会
議
員
を
十
二
年
以
上
、
県
会
議
員

を
十
二
年
以
上
勤
め
て
国
会
議
員
に
な
っ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
現
職
の
国
会
議
員
で
あ
っ

て
も
、
地
方
議
員
は
引
退
し
て
い
る
の
で
地
方
議
員
年
金
は
貰
え
ま
す
。 

そ
し
て
国
会
議
員
を
引
退
す
れ
ば
町
・
村
議
員
、
市
議
、
県
議
、
国
会
議
員
と
四
箇
所
か
ら

年
金
が
も
ら
え
る
わ
け
で
受
給
額
は
町
・
村
議
員
（
給
料
二
十
二
万
円
と
し
て
年
金
七
十
九
万

二
千
円
）
、
市
会
議
員
（
同
四
十
六
万
円
と
し
て
同
百
六
十
五
万
六
千
円
）
、
県
会
議
員
（
同
六

十
二
万
円
と
し
て
同
二
百
二
十
三
万
二
千
円
）
に
な
り
国
会
議
員
の
年
金
と
合
わ
せ
る
と
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
諸
氏
か
ら
す
る
と
「
お
い
、
お
い
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
」
と
な
る
わ
け
で
す
。 

答
申
は
、
現
行
の
国
会
議
員
互
助
年
金
法
を
い
っ
た
ん
廃
止
し
、
新
た
な
年
金
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
で
、
議
員
が
職
責
を
独
立
・
公
正
に
果
た
せ
る
よ
う
経
済
的
側
面
か
ら
し
た
え
る
制

度
が
必
要
と
の
色
合
い
が
濃
い
も
の
で
す
。
私
か
ら
言
わ
せ
れ
ば
、
国
会
議
員
の
年
金
制
度
そ

の
も
の
を
撤
廃
し
、
ま
ず
早
急
に
手
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
来
の
年
金
制
度
改
革
が
他
に

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
声
を
大
に
し
て
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

諸
氏
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

 

平
成
十
七
年 

五
月
吉
日 
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晃 


